





地に支社がある。だから、突然の海外出向命令も決して珍しくはない。だが、パキスタンに振られるとは夢にも思ってい かった…。学生時代に海外旅行の経験 あ ものの、英語圏のみ。イスラーム圏には縁もゆかりもない。それにイスラームといえば、正直なところあまり良いイメ ジい。ターバンを頭にかぶり、体中に機関銃の弾を巻いた髭面の精悍な男たちが、赤茶けた山岳地帯や砂漠で銃を打ち鳴らしている。テロ、貧困、女性差別 ど ど――春川の脳裏にはそんなことばかりが浮 び、気分も憂鬱になってきた。し し 社命に背くわけにはゆかない。
仕事帰り、春川は情報収集のために地下
鉄を途中下車し、大型書店に立ち寄っ 。





















圏で働 た経験をもつ一三名の日本人であり、それぞれの体験が語られている。下記の目次からもお分かりいただけるように、本書は地域別（湾岸・アラブ・イラン・トルコ・南アジア・日本）に全六章で成り立っている。だが、必ずしも最初から順番に読んでゆく必要はない。読者 ニーズや関心 応じて、地域、業種（商社・石油・建設・食品・観光など） 性別や世代といった、様々な軸をクロスさせ がら むことができる。新書だからかさばることなく、 つでもどこでも、鞄の片隅にしのばせて、ポケット辞書のように手軽に参照できる。出張や赴任の伴侶として最適の一冊だ。
このように、本書は実用書としての色彩







よく求められる今日この頃。それが﹁言うは易く、行なうは難し﹂であるということは、 『イスラーム地域研究ジャーナル』の読者であればきっと身に染みて共感いただけるにちがいない。そうした活動としては、研究 が自身の研究を学生や一般人に向けて、わかりやすく噛み砕 ながら、講義や公開講座といったかたちで還元してゆくのが一般的である。
これに対して、 ﹁働く日本人のイスラー
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 日本でムスリムの観光客を迎える （松井秀司／ミヤコ国際ツー スト
あとがき （桜井啓子）
おかげさまで、本プログラムは学生から
も好評を得ることができた。たとえば、﹁イスラーム地域で働くことに関する具体的なイメージ とができた﹂ 、 ﹁就職についても、普段の就職説明会と違う視点で考えさせられた﹂ 、 ﹁本でイスラームについて様々な知識を得たが やはりイスラーム圏を生で体験した人の話はまた違った趣があるなと思った﹂といっ 感想が寄せられた。
えてして、研究者は、研究対象について
誰よりも多くの知識をもち、深く理解しているという自負を多かれ少なかれ だいているものだ。だが、本プログラム かかわるなかで、イスラーム圏と、その現場において真摯に向き合 、体験した者にしか紡ぎ出すことの きない、生きた言葉や知恵があることを痛感す ともに、それらを学生に届けることも、研究者――とくに、ぼくらのような地域研究者――の新たな役割として真剣に見直されてもよいのではないかと感じた次第であ 。
本プログラムに携わった者として、一般
の方々のみならず、研究者の方々に 是非本書を手にとってみることをお すめしたい。
